
 

 

 

令和元年度議会懇談会報告書 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１月 

 

与謝野町議会 



 

目   次 

 

はじめに  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   １ 

 

１ 開催地区、開催日及び参加者数  ・・・・・・・・・・・   １ 

 

２ 班編成  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １～２  

 

３ 次 第  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ２ 

 

４ 参加者への配布資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・   ２ 

 

５ これまでの議会懇談会  ・・・・・・・・・・・・・・・ ２～３ 

 

６ 総括  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３～４ 

 

７ 町長への議会要望事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・   ４ 

 

８ 議会懇談会における意見、要望等及び回答 ・・・・ １～７  

 

 

≪資  料≫ 

議会懇談会アンケート調査の集計結果  

会場アンケートでの主なご意見等  

  議会懇談会基調報告  



1 

 

令和元年度議会懇談会報告書 
 

 はじめに 

   平成 24 年 3 月に制定いたしました議会基本条例第 4 条の規定により、本年度

の議会懇談会を 10 月 7 日から 10 月 18 日の期間に町内 3 ヶ所(各所 2 回・計 6

回)の会場で開催し、72 人のご参加をいただきました。 

   議会懇談会は、広く町民の皆様の声をお聴きする広聴活動の充実を図り、町民

の意思を町政に的確に反映させることを目的として開催いたしました。 

   当日参加者の皆様からいただきました多くのご意見・ご要望等と回答を取りま

とめましたので、アンケートの集計結果も併せてご報告いたします。 

   議会懇談会の開催に当たりまして、区長様をはじめ関係者の方々、ご参加くだ

さいました町民の皆様には多大なご協力をいただきまして心より厚くお礼申し

上げます。 

今年度の懇談会におきましては、旧町単位の 3会場(各所 2回)で計 6回という

形で開催させていただきましたが、懇談会自体の開催方法やあり方について、各

会場で皆様から多くのご意見やご提言を頂戴いたしました。皆様からいただきま

した貴重なご意見等を参考に、さらに創意工夫に努め、より充実した懇談会とな

りますよう開かれた議会の推進に努めてまいりますので、皆様のご理解とご協力

をよろしくお願い申し上げます。 

 

１ 開催地区、開催日及び参加者数         ※午後 7時 30 分開会 

地 域 開 催 日 会  場 参加者数 担当班 

野田川 10 月 7 日（月） 野田川わーくぱる  ２４ 1 班 

加 悦 10 月 9 日（水） 元気館   ９ 2 班 

岩 滝 10 月 11 日（金） 知遊館  １２ 1 班 

野田川 10 月 15 日（火） 野田川わーくぱる ２０  2 班 

加 悦 10 月 16 日（水） 元気館   ４   1 班 

岩 滝 10 月 18 日（金） 知遊館   ３   2 班 

合 計  ３会場各２回 ７２人  

                                

２ 班編成（議会運営委員長：安達 種雄） ◎班長 ○副班長 

班 氏     名 担当地域 

１

班 

◎杉上忠義 〇渡邉貫治  河邉新太郎 

 井浩介     多田正成 

和田裕之  家城 功  

全地域 
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２

班 

◎安達種雄  〇宮﨑有平  山﨑良磨 

山﨑政史   浪江秀明    

永島洋視    家城 功 

全地域 

 

３ 議会懇談会次第 

 （１）開会あいさつ 

 （２）議会からの報告（各常任委員会報告） 

   ①総務文教厚生常任委員会について 

   ②産業建設環境常任委員会について 

 （３）自己紹介 

 （４）懇  談 

 （５）閉会あいさつ   

 

４ 参加者への配布資料 

  ・懇談会次第 

・議会懇談会 議会からの報告   

・与謝野町議会の概要 

  ・よさの 議会だより（第 53 号 8 月 9 日発行） 

  ・アンケート調査票 

 

５ これまでの議会懇談会 

年 度 開 催 日 会 場 参加者数 班編成 

平成２４年度 
１０月２２日 

～１１月３０日 
１１会場 ２０６人 ３班 

平成２５年度 
１０月２８日 

～１１月２２日 
１１会場 １５９人 ３班 

平成２６年度 

１０月２８日 

１０月２９日 

１１月 ６日 

３会場 １０５人 ３班 

 

年 度 開 催 日 会 場 参加者数 班編成 

平成２７年度 
１０月１３日 

～１１月１２日 
２４会場 １９７人 ４班 

平成２８年度 
１０月１８日 

～１１月１１日 
１２会場 １１６人 ３班 

平成２９年度 
１０月１６日 

～１１月２日 
１２会場 １１２人 ３班 
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平成３０年度 

１０月２３日 

１０月２９日 

１０月３０日 

３会場 ８７人  全議員 

     

６ 総括 

与謝野町議会では議会基本条例に基づき、二元代表制の下でその一翼を担う議会

として、町民の皆様の声を聴く｢広聴活動の場｣として、議会懇談会を本年度も開催

いたしました。 

本年度は、旧町単位の３会場において、町民の皆さまに少しでも参加していただ

けるよう、各会場２回ずつ日程を設定し、テーマを設けずフリートークとして、議

員を２班に分け、実施させていただきました。（議長は、すべての会場に出席しま

した。） 

本年度の参加者数は、昨年度の３会場・８７人に対し、７２人の参加をいただき

ましたが、中には若い世代の方や女性の参加者もあり、幅広いご意見がいただけた

と感じております。 

特に野田川会場では、認定こども園新設計画地に伴う公共施設の統廃合について、

昨年に引き続き多くのご意見をお聞きいたしました。 

この問題につきましては、行政側において、第三者委員会を立ち上げる意向が示

されており、議会としましてもその動向を注視してまいります。 

また、本年度は、議会の対応へのご批判あるいは励ましなどを頂戴することもあ

り、議会に対する町民の皆様の大きな期待であると受け止めております。 

  他にも、各区の課題や実状、悩みなども多く聞かせていただき、一期目、二期目

の議員が多い中、議員としても、また、議会としても大きな収穫であったと考えて

おります。 

今回の懇談会の特徴的な意見では、認定こども園新設計画地等、町の計画が具体

化している分野に加え、地域の問題課題や自然災害等に係る町の防災対策等につい

ても多くのお話やご提案を聞かせていただいたと感じております。 

また、「町の財政見通し」｢少子高齢化や人口減少｣｢地域活性化や雇用創出｣など

の問題については、｢議会ではどう考えているのか｣｢議会としてどうしていくのか｣

といった質問や、｢議会ももっと対案も示し、深めてほしい｣などのご意見もいただ

き、今後一層の議会改革と活性化、そして議員一人ひとりの資質向上が求められる

中で、議会の果たすべき役割は大きいと感じております。 

最後に、特に一期目・二期目議員が多い中、今後の議会人として活動していくう

えで、大きな収穫を得たのではないかと感じる反面、ご参加いただいた皆様からの

質問や意見に対しての対応については、まだまだ｢勉強不足｣を感じる面も多く見ら

れたと受け止めております。 

以上を踏まえ、今後の議会の課題として 

① 皆さんから頂いた多くの要望や声を行政に届け、その実現に取り組みます。 

② 議会懇談会への若い世代や女性の参加も得られるような対策を検討します。 
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③ 町の政策に対し、議会として議員間討議を深め認識の共有を図り、審議能

力の向上に努めます。 

④ 議会への住民参加を広げるため、議会モニター制度やサポーター制度の研

究に取り組みます。 

⑤ 議員としての資質向上により一層努めます。 

⑥ 各分野の団体との議会懇談会も意欲的に取り組みます。 

などが挙げられると総括しています。 

 

これからも、 

① 町民に開かれた議会 

② 町民の声を聞き、その期待に応える議会 

③ 町民の参画と協働で進める議会 

④ 町民とともに政策提言のできる議会 

に向けて、より一層努力を重ねてまいりたいと考えています。 

 

７ 町長への要望事項 

 議会懇談会で、町民のみなさまから寄せられました町に対するご意見・ご要望の 

うち次の事項について、令和２年１月１６日に家城議長、和田副議長、安達議会 

運営委員会委員長、杉上議会運営委員会副委員長が議会を代表し、山添町長に要望 

書を提出しました。 

 

要望事項 

(1)山城建設様付近の交差点について、交差直前の場所に停止標識、停止線の設置

要望をしていただきたい。 

(2)河川の整備・浚渫や治山・砂防堰堤の浚渫、府道岩滝加悦自転車道の管理や照

明新設など、京都府と連携を強化し、さらに町民の要望実現に努められたい。 

(3)スポーツトラクターの管理を徹底し、グラウンドの整備に努められたい。 

(4)加悦小中グラウンドは広いので、もう一箇所トイレを設置いただきたい。 

(5)加悦学童保育について、加悦地域公民館で実施されるが、児童が事故に遭わな

いよう交通安全対策等に努められたい。 

(6)公共交通のあり方について、特にバス路線の不便解消に努められたい。 

 

８ 意見・要望等に対する回答 

  ３会場で町民のみなさまから出された意見・要望等と回答については、別紙のと

おりです。 


